
市ごみ減量化作戦連合協議会では、家庭から出たお菓子の
箱やデパートの包装紙、メモ用紙、レシートなどの雑がみ２
キログラムにつき市指定ごみ袋３０リットル１枚と交換する
取り組みを１０月１日から開始しました。期間は１２月２８日
までの３か月間。回収場所は、市役所環境課、各支所、各出
張所、東公民館、西公民館の８か所です。現在燃やせるごみ
の中に約３０パーセント含まれている紙類を、資源としてリ
サイクルすることで、さらなるごみの減量を図ります。

紙ごみの減量のため
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市指定ごみ袋を受け取る

昭和の情緒を懐かしみ、楽しむ
れとろーど

商店街通り一帯で「れとろーど’１２」が開かれ、９
月２２日・２３日の両日、多くの家族連れらが昭和３０
年代の古きよき情緒を楽しんでいました。
空き店舗や軒先を利用した駄菓子屋やお茶席、喫茶
店、映画館などがお目見え。また、まちかど郷土館の
ライトアップや昔あそびの体験、昔話の語りなどが人
気を集めたほか、着物を着た「おもてなし隊」が道案
内するなど、大いににぎわっていました。

日本の文化を学ぶ

オーストラリアのメルボルンの
中高生１５人が来総。９月２２日か
ら２９日までの８日間、市内の家庭
にホームステイしながら、総社西
中学校の授業や、生徒やホストフ
ァミリーとの交流を通し、日本の
生活や文化について学びました。
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スポーツの秋

体育の日の１０月８日、市民総合
スポーツ祭が市スポーツセンター
や総社北公園陸上競技場など７会
場で開かれました。約１１００人が、
ソフトバレーボールやテニス、サ
ッカー、陸上競技などを楽しみ、
心地よい汗を流していました。
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打楽器でサンバを楽しむ
リ
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「サンバ･ワークショップ　打楽
器はおもしろい！」が９月１５日、
清音公民館で開かれました。５０人
が参加。打楽器の演奏方法やサン
バのステップを練習した後、参加
者全員でサンバ隊を組んで、合奏
しながら会場内を行進しました。

震災の復興支援にと物産展

東日本大震災復興支援にと東北
物産展（総社商工会議所青年部主
催）が９月１６日、天満屋ハピータ
ウンリブ総社店で開催。東北の名
産や岩手の釜石ラーメンを求める
客でにぎわいました。売上の収益
金は被災地に送られます。
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防災意識を高める

防災キャンプが昭和小学校を会
場に９月１６日・１７日の１泊２日
で開かれました。小学生や地域住
民ら約８０人が参加。井戸水からド
ラム缶風呂へのバケツリレーやダ
ンボールでの避難所の設営、土の
う積みなどを体験しました。
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そば祭りに向け順調

原営農組合ではソバを約１．４ｈａ
栽培。９月下旬から１０月初旬に白
い花が咲き誇りました。そば粉に
して約６００㎏の収穫が見込まれ、
同組合では１２月９日、水内河原で
「そば祭り」を開催し、多くの人に
そばを楽しんでもらう予定です。
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雑がみと市指定ごみ袋を交換

ほのかな灯りで照らされ幻想的なまちかど郷土館

昔あそびの巨大なぶんぶんゴマに挑戦

皿回しに釘付け

日本トップレベルを堪能
日本ハンドボールリーグ

日本ハンドボールリーグのトヨタ自動車東日本×湧永製
薬とトヨタ車体×大同特殊鋼の試合が９月１７日、きびじア
リーナで行われ、訪れた約１８００人の観衆は、激しい攻防
や豪快なシュートなど、日本トップレベルのハンドボール
を堪能しました。
試合は湧永製薬が４３－２６で、トヨタ車体が３６－２４で
それぞれ勝利しました。

今年も人気を集めた水あめの屋台

獅子舞に頭をかまれる子ども

交通事故の抑止のため
交通事故死ゼロを目指す日テント村

市民一人ひとりが交通ルールを守り、交通事故の発生を抑
止するため「交通事故死ゼロを目指す日テント村」が９月２９
日、サンロード吉備路で開かれました。
クラシックカーによる交通安全啓発パレードや交通安全体
験車「ふれあい号」での運転適正能力の検査、ハンドル型電
動車いす（シニアカー）の試乗会などがあり、訪れた約１０００
人は交通安全への意識を高めていました。 交通安全を呼びかけるクラシックカーのパレード

湧永製薬のシュート
着物を着て案内をする
おもてなし隊


